
平成 年度 総合戦略プロジェクト評価シート

実施計画事業評価

生活支援サービス推進事業 B

社会福祉関係事業 -

地域福祉支援事業 A

高齢者生きがい対策事業 B

地域コミュニティ支援事業 B

介護予防推進事業 A

障がい者地域生活支援事業 A

在宅障がい者支援事業 B

地域医療連携推進事業 B

・高齢者保健福祉計画の改定に伴うアンケート調査を実施。

重要業績評価指標

④休止・廃止

意見等

介護予防推進事業については29年度の開始に向け地域などと密に連携し取り組んでき
た。生活支援推進事業などにおいては平成30年度に向けた検討、準備などが重要となっ
てくる。今後は生活支援体制整備の推進、さらに在宅医療介護連携事業についても関係
機関等と連携し集中的に実施する必要がある。

今後の方向性

来年度に向けた
課題や意見等

平成29年度より開始する介護予防事業の「地域の通いの場」や生活支援体制整備の町域
および地域の協議体の実施に向け取り組んできた。さらに発展した事業とするため、地域
や関係機関、各種団体、関係各課と連携し取り組んでいく。

評価者　[担当主管部長]

① 継続 ②一部改善 ③全面的な見直し

新たに運動習慣ができた人の割合 今後把握
（平成28年度アンケート）

上昇
（平成31年度アンケート）

総
合
評
価

Ⅰ：基本目標の達成に向け、講ずべき施策を構成するプロジェクトとして良好である
ため、引き続き推進する

Ⅱ：プロジェクトとしては順調に進行しているが、さらなる推進のためには、一
部、事業を改善する必要がある

Ⅲ：プロジェクト全体を見直す必要がある

Ⅳ：プロジェクトを休止・廃止する

説明
・地域支援事業の実施および計画策定に向け、検討・準備を行ってきた。また、福祉サー
ビスについても妥当性、有効性などを考慮し29年度に向け見直し検討を行い、必要な
サービスや事業は継続、改善に向け取り組んでいる。

指標名 基準値 目標値

健康寿命（国保データベース）
男性：65.9歳
女性：67.1歳

（平成26年度実績値）

延伸
（平成31年度実績値）

０８

０９

成果や課題
（箇条書き）

・介護予防事業では「地域の通いの場」の実施に向け、地域と連携し取り組んできた。

・介護保険制度の改正に伴い、計画や事業の見直し検討が必要である。
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プロジェクト 高齢者がいきいきと暮らせる生活支援プロジェクト

実施計画事業名 事務事業評価

０１

28

担当部課等名 健康福祉部　健康づくり課

基本目標 安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

施策 誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり

【参 考】（事務事業評価の評価指標）

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持

Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある

Ｃ：事業の見直しが必要 Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

該当評価に

レを入れてください


